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昭和田年度
早稲田大学図書館業務報告
一一回和 63年 5月一一
早稲田大学図書館
(1) 62年度の主な動き
1. 新中央図書館計画
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同和62年5月l乙「総合学術情報センタ一実施設計書Jが目建設計より大学に提示された。建設概要は、敷地面積
14， 749mヘ建築面積5，2臼mヘ延床面積32，749mヘ地と5階、地下3階、軒高は20mである。大学は実施計画委員会
の議を経たのち、 7月末日建築確認申請を行ない、消防法による数箇所の設計変更を経たのち、 63年3月11自民許可
がおりた。なお、建築工事は、戸田・前回・鹿島建設共同企業体{代表戸田建設)に発注する乙とを、 10月15日の理
事会で正式に承認し、工事契約を結んだ。
12月1自には地鎮祭を行なったが、その後の埋蔵文化財調査はより弥生時代後期を含む遺跡が発掘され、工事着工
は発掘調査後となるため、綾工は昭和65年にずれ乙むとととなろう。
館内では、昨年度にひきつづき新図書館準備のための施設・設備函を中心としたグループ活動を行なった。ソフト
面の分類改訂については、分類検討委員会の報告書がすでに提出され、現在館内討議中である。組織・運用について
は、課長会で合宿を含む取組みで課長会案の作成を急いでいる。
<図書館ワーキング・グループ活動>
前年度第5次ワーキング・グループ活動につづくものであるが、検討内容がより具体的になり、乙の回から館
長の諮問委員会となった。
第I期委員会 l第6次ワーキング活動) 昭和62年6月...12月
6グループ参加者37名
テーマ 家具選定備品選定書架選定サイン計画準備一般図書配架参考図書配架検討
第E期委員会(第7次ワーキング活動) 昭和62年10月~
9グループ参加予定者50名以上(未発足のグループもあるため確定不能)
テーマ 家具選定書架選定サイン計画一般図書配架分類検討研究図書配架パックナンバー
配架古書資料配架音響・映写
2. 学術情報システムの開発
内外の図書館をネットワークで結ぴ、研究者ならびに学生に幅広い学術情報の提供を実現させるためのオンライン・
システム fWINEJのソフトウェアの開発は、世界有数の図書館システムである fDOBIS/LIBISJを母体にして
-1ー
ほほ完成した。システムの適用業務範囲は、利用者用システムのほか、発注・受入業務、目録業務、逐次刊行物管理
業務、貸出管理業務などである。また乙のソフトウェアはパッケージ化されて他の図書館でも利用できるようになっ
た。
早稲田大学におけるシステムの運用は、 62年度より開始されており、特に所沢図書館においてはシステムが全面的
に運用され、図書カードのない図書館が実現している。回年度からは理工学図書館もネットワークに加わるが、新中
央図書館唆工までには更にネットワークを拡大する予定である。過去の資料についての遡及入力は、予算、人員の問
題もあり確定的な計画はたっていない。しかし洋書については外注により遡及入力作業を進めている。
また最近では外部データベースの利用も検討され始めている。まず臼年度後半からは全学の端末から新聞記事検索
{朝日、読売、日i経その他)が実現する予定である。
乙のようにネットワーク参加館の数やデータの量が唱えたうえ、適用業務も広がってきたために、 62年12月、 ζれ
らのシステムを支えるハードウェアの増設が行なわれた。まず計算織を設置するための鎗設、事務システムセンター・
ピルが建設され、そ乙に事務システムとともに図書館システムのハードウェアならびに開発環境が移行した。乙乙lと
はとのシステムのための事務室、開発室、機械室がある。そして計算機も従来のIBM必81から IBM30卯ー 180E(主
記憶臼MB、補助記憶52.5GB)にグレード・アップされた。
3. 所沢図書館開館
昭和62年5月18目、所沢新キャンパスの人間科学部および人間総合研究センターの開発iとともない、所沢図書館が
開館した。同図書館は、新キャンパスにおける研究と学習の両機能をあわせもつ新しい型の図書館を志向しており、
建設が予定されている新中央図書館と密接な関連をもっ。また、早稲田大学図書館が開発中の学術情報システム (W
INE)のテストケースとして、システムのトータル運用を実施している。
7月18自には学外図書館関係者を中心に約170名の参列者を集めて開館披露も行なわれた。
4. イタリア公文書館との共同宣言調印
昭和62年10月3目、奥島図書館長とイタリア公文書総局長レナース・グリスポ氏との聞で、研究者間の文化・学術
交流を促進する「共同宣言Jが調印された。
5. 利用者サービスの改善
A. 開室時間の延長
利用者の要望にとたえて以下のように開室時聞を延長した。
・特別図書閲覧室 10月1日より平日の開室を1時間延長し、午前10時~午後5時とした。土曜日は12時30分ま
で。
-視聴覚資料室ブース利用時聞を4月1日より 2時間30分延長。平日 午前10時~午後3時30分{さらに臼年
4月1日より3時5的Tまでに延長)
B. 製本済雑誌のキャンパス内利用の承認
製本済雑誌は館内のみの利用Il:限定していたが、学内メール便の各教員図書室との定着もあり、研究者の要望犯
とたえて、 10月より利用の範囲をキャンパス内lと鉱大した。
c. 地下休憩室の改装オープン
利用者からの改善要望の強かった図書館地下休憩室を10月末で一時間居、改装工事を終え、回和田年3月より改
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めてオープンした。
6. 明治期資料マイクロ化事業の開始
酸性紙の劣化による明治期資料の崩援の危機への対処として、早稲田大学図書館所蔵の明治期資料をすべてマイク
ロ化、未所蔵明治期資料の収集、さらに、とのプロツェクトを通じわが国における資料保存学の確立をめざしてとの
事業を開始した。 4月22日Il:第1回委員会が関かれ、 6月5日の理事会において事業計画案が承認された。 10月Il:は、
全国236箇所Il:同計画の趣意書を発送し、 3月lと試作品を完成させた。
7. r早稲田大学図書館史Jr館蔵資料解説図録」の編纂準備
新中央図書館の開館を言己念し、開館披露の際の言己念品として「早稲田大学図書館史Jr館蔵資料解説図録Jを発行
するとととなり、館員で構成する 2つの編纂委員会が中心となって準備作業をすすめている。「館蔵資料解説図録J
については、全館員の参加を呼びかけている。
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